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　第 1段階　創業初期（1962 年前後）　従業員数　約 20 ～ 30 名　　非公式組織優位
　第 2段階　約 10 年後（1971 年前後）　従業員数　約 150 ～ 230 名　側生組織優位
　第 3段階　約 20 年後（1983 年前後）　従業員数　約 340 ～ 420 名　階層組織優位
（1）第 1段階　創業初期（1962年前後）　従業員数　約 20～ 30名　非公式組織優位
新興の手袋編機メーカーとしてスタートした島精機の創業当初の組織の骨格は，半自動手袋
編機などを生産する「工場」と，それを支える「裏方」であった 13）。創業当初 5年間の従業員数は，




































14）　以下，2011 年 12 月 5 日の同社ＯＢの上野氏へのインタビュー結果より抜粋。
←


































































15）　以下，2012 年 12 月 20 日の同社ＯＢの久保田氏，下村氏及び吉尾氏へのインタビュー結果より抜粋。
































































をやってきた……，それは昭和 41 年（1966 年）の時にそういうようなことを考え
付いてやり出した社長というのは先見性があったし，そういう取り組みがあったお
かげで，結局痛い目をしたのでそういうようなことをしたんだけども，元々は，会
16）　以下，2011 年 11 月 4 日の同社取締役の藤田氏へのインタビュー結果より抜粋。







































島精機の組織は，1965 年の半自動手袋編機の量産開始以降，急膨張していく。昭和 40 年 4
月末に 40 人であった人員が，翌年には 70 人になり，翌々年には 92 人になる。その後も急ピッ
チでの増員増産が続き，昭和 43 年には 132 人，昭和 45 年には 192 人，そして昭和 49 年には
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18）　以下，2012 年 1 月 9 日の同社ＯＢの沢崎氏，辻本氏及び岡本氏へのインタビュー結果より抜粋。
































































19）　以下，2011 年 11 月 29 日の同社ＯＢの和田氏，上山氏及び沖氏へのインタビュー結果より抜粋。
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41島精機における組織の成長に関する一考察
A Study on the Growth of Organizations in Shima Seiki
Akira ODA, Kanako KOTAKA
Abstract
SHIMA SEIKI Mfg., Ltd. is the leading manufacturer of the computerized flatbed knitting 
machine and related design systems, and has its main office and factory in Wakayama 
City, Japan. Mr. Masahiro Shima, its current president, started the business. 
　Succeeding in the development and mass-production of innovative new products, 
Shima Seiki’s organization experienced phenomenal growth and drastically altered the 
characteristics of its inside informational and psychological interactions at the same 
time as its size and structure. This article attempts to trace the growth of the organization 
through Barnard’s organization theory and to study the change in nature of its interactions 
from the perspective of Itami’s “Ba” theory of management.
